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1. はじめに 

オンボード光部品間接続への適用を目指し CO2レーザー照射による光ファイバ融着接続技術に

ついて検討を進めている。ファイバ集積度が高く許容余長が短いオンボードでの融着接続には高

い再現性が望まれる。これまで光接続部への不純物混入がもたらす光ファイバ構造への影響を非

破壊測定方法として放射光CT（SP-CT: SPring-8 micro-Computed Tomography）技術に着目し、構

造評価を進めてきた。前報では CO2レーザー融着サンプルの融着部にファイバ起因と考えられる

固着微粒子の存在が SP-CT 観測によって明らかとなった。今回、融着時と同一照射パワー条件

でディフォーカスにて裸ファイバに照射し得られた飛散微粒子空間分布評価結果を中心に述べる。 

２．レーザー照射ファイバ飛散微粒子の観測結果 

図１に Si 基板上に設置した 12 心光ファイバアレイ 

 にレーザー照射（パワー3W）を行い、照射したファイ 

バを取り除いた基板上の飛散微粒子の分析評価結果の 

一例を示した。同図(a)中には SP-CT によって観測した 

レーザー融着光ファイバの固着微粒子(Debris)を示す。 

固着微粒子に該当する閾値設定で得られた体積は 

13.3 m
3であり球体近似により半径は 1.47 m と推計された。一方、同図（b）には飛散微粒子

の面積分布を示し、レーザー照射中心から領域（0.8mmx1.2mm）として Region1 と Region2 とに

分け、各領域での粒子面積分布を求めた。Region2 において得られた平均微粒子面積から推計さ

れた平均粒子径は 1.42 m となり、SP-CT からの推計結果と概ね相当し、融着ファイバ固着微

粒子が整列Ｖ溝基板に付着したファイバ起源のレーザーデブリと推定される結果が得られた。 
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